
‘」

さとみ

ニ
ン
ジ
ン
の
収
繕
》
縮
ま
る

小
牛
田
地
域
の
田
中
谷
地
中
営
農
生
産
組
合
で
は
、

こ
の
ほ
ど
転
作
作
物
の
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ほ
場
繋
備
覗
業
後
、
大
豆
を
中
心
に
転
作

作
物
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
汎
用
水
田

の
雄
大
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
加
工
馬
鈴
菩
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
契
約
栽
培
を
伽
と
し
た
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
塘

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

美
里
町
で
は
、
ニ
ン
ジ
ン
は
地
域
振
興
作
物
と
し
て

位
悩
づ
け
、
８
生
産
組
織
３
７
０
ア
ー
ル
で
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
而
積
も
年
々

増
加
し
、
収
量
も
確
実
に
成
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
や
荷
森
県
な
ど
の
主
産
地
に
追
い
つ
け
と
ば
か

り
に
町
で
も
積
棚
的
に
支
援
を
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

主
な
肥
培
管
蝿
は
、
園
芸
農
家
が
主
と
し
て
効
率
か

つ
的
確
に
行
っ
て
い
ま
す
。
峨
後
の
収
穫
調
盤
作
業
に

は
、
組
合
員
を
効
果
的
に
起
用
し
、
特
に
女
性
の
丁
寧

な
包
丁
さ
ば
き
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
ほ
場
か
ら
オ

レ
ン
ジ
色
の
コ
ン
テ
ナ
が
運
び
出
さ
れ
る
様
は
圧
巻
で

す
。
旬
の
ニ
ン
ジ
ン
は
果
物
並
み
の
甘
さ
が
あ
り
市
場

で
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

仙
間
で
は
、
枢
作
イ
コ
ー
ル
火
・
兇
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
図
式
が
一
般
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
適
地
適
作
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
稲
・
麦
・
大
豆
の
為
だ
け
の

ほ
場
で
は
な
い
郡
に
立
ち
か
え
れ
ば
、
農
業
者
の
選
択

と
努
力
で
如
何
な
る
作
物
も
栽
培
可
能
で
す
。
一
歩
前

に
踏
み
出
す
事
で
始
ま
り
、
さ
ら
に
続
け
ば
深
み
が
増

し
ま
す
。
ま
る
で
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
町
の
こ

れ
か
ら
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
美

里
町
が
ニ
ン
ジ
ン
の
新
た
な
産
地
と
し
て
名
を
張
れ
る

よ
う
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
記
：
遊
佐
）

１

用
９
ｈ
日
伊
司

メ

ソ）
一J､:望）

～田中谷地中地区のニンジンの収穫風景～

ヨ
コー

､_ノッづ
雪
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農業委員会だより みさと 平成26圧12月１５日（２）

農業委員会委員選挙人名簿登載申請について
毎年ｌﾉｊｌｌｌ現在で農業委員会委典選挙人名簿を調整しています。この名簿は、農業委員選出に係る選

挙資格を登録するもので、有権者からのI|:i請にJiLづき資格洲査が行われます。下記の資格要件を満たす方

は、１月８１１まで各行政IX長又は川１０日まで農業委員会鞭務局及び本庁舎町民生活課まで申計譜を提
出して下さい。

選挙人名郷驚救申請:iI；は農業を尚む世帯に各行政腫長を通じて配布されます。

資格要件

美里町に住所を有し、満２０歳以上（平成７年４月１日以前の出生者）で次のいずれかに該当する軒

①ｌＯアール以止の農地につき耕作の業務を営む者（農業経桝主）

②①の同居の親族又はその配偶者で年間６０口以上耕作に従41:する者

③ｌＯアール以上の農地につき耕作の業務を営む農業生産法人の組合貝、社員又は株主で年間６０１１以上

耕作に従鞭する者

来年は任期満了による農業委員会委員の選挙の年です。

遊休農地の発生防止・解消対策について

農業委員会は毎年１回、農地の利川状況を調査し、その結果等を踏まえ、遊休農地の所有者に対する利

川意向調査を行うこととなっています。また遊休農地に関する措置の対象を遊休農地化が見込まれる農地

にまで拡大し、農地中間管理機構等を活用して遊休農地の有効活用を図ります。

遊休農地とは

・１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作される見込みがない
.周辺地域の農地と比較して、利用の程度が著しく劣っている

遊休農地は、不法投棄の増加、病害虫、有害鳥獣の発生による近隣農産物への被害、景観の悪化など周

棚の営農や生活環境に様々な悪影響をおよぼすおそれがあります。

遊休農地の所有者には

①自ら耕作するか

②誰かに貸し付けるか

③農地中lAj符理事業を利川するか

等の意向を調査をしています。

意向どおり行わない場合は指導の対･象となります。

農地でお|水Iりの方は、農業委員会またはお近くの農業委貝会委員にごﾎⅡ談下さい。

〆ボリ用状況調査の結果について－
８月７１－１．８月８「|に行われた今|ⅡIの調査では、３．５ヘクタール程の荒廃農地と認

められる農地が確認されました。農業委員会ではこれらの農地の所有将や耕作者に

堕し､指導を行っています。



会場農業委員会会長室（南郷庁舎内）

日時１月６日(火)、２月５日(木)、３月５日(木）

み さ と 農業委匝会だより

、

農
業
委
員
会
委
員
三
浦
淳
子
農
業
委
員
会
委
員
菅
原
勝
一

（
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部
長
）

美
里
町
農
業
委
員
会
で
は
、
胆
月
か
ら
２
月
ま
で
を

農
業
者
年
金
加
入
推
進
月
間
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
幽
が
お
宅
を
訪
問
し
た
際
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

農
業
群
年
金
は
、
枝
立
方
式
で
す
の
で
、
加
入
街
の

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
将
来
の
ｎ
ら
の
年
金
給
付
に
使

わ
れ
ま
す
。
ｎ
ら
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
運
用
益
に

よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
が
事
後
的
に
決
ま
る
確
定
拠

出
理
で
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
の
数
や
年
金
を

受
給
し
て
い
る
力
の
数
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、

そ
の
影
稗
を
受
け
ず
、
財
政
的
に
安
定
し
、
少
子
商
齢

時
代
で
も
安
心
で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
（
千
円
単
位
で
）
、
山
に
選
択
で

き
、
保
険
料
の
額
は
い
つ
で
も
見
南
し
で
き
ま
す
。
税

制
面
で
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
美
蝋
町
で
は
、
、
川
末
現
在
開
人
の
刀
が
農
業
者
年

金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
興
会
委
興
の
多
く
も

加
入
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
下
さ
い
。

農地法や農業経営基盤強化促進法により賃

貸借権設定をした農地の借り手の多くの方は、

１１月３０日まで賃借料を貸し手の方に支払

う契約をしていますので、まだ支払っていな

い方は至急支払いましょう。

T建当鍵善Ｔ

強
、

農
業
者
年
金
を

推
進
し
て
い
ま

の
部

Ｌ〆

、ー=

、

戸一

‐
■
●

賃闇翻
為願いし認ずりCＤ農業委員会では農家の皆さんの悩

み・疑問に応えるため相談所を11月

|玉’

から開設しています。

お気軽においでください。

(3)平成26年12月１５日

午前９時から12時

データ数は、集計に用いた筆数である。※２金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
r(参考）美里町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）を平均した値である。
貸人・借人共、町外の方（入作）の賃貸借契約は除く。

ノ

水
稲

※１

※３

※４

1責調
平成26年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準
（１０ａ当たり）は、以下のとおりとなっております。

Ｌ_ノ

水

〆ー、

締結（公告）された地域名 平均額 夢
一
宮
一

軍
一

小
牛
田
地
域

南
郷
地
域

(参考）美里町平均

南小牛田･牛飼

不動堂

北浦

中坤

青生

和多田沼

福ヶ袋

練牛

大柳

木間塚

二郷

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

17,000円

11,200円

16,545円

7,700円

16.959円

16,500円

12700円

1,329円

6,600円

1,333円

8,100円

9,226円

6,800円

2,000円

7,000円

6,857円

2,000円

6,750円

0,000円

6.810円

2,000円

17.000円

12,000円

18,200円

12,200円

17,000円

7,000円

5,000円

7,000円

1,000円

7,000円

2.000円

7,000円

2,000円

7,000円

2,000円

8,000円

0,000円

7,000円

2,000円

8,000円

17,000円

7,100円

16,000円

5,000円

16,000円

5,000円

15,000円

１１，０００円

12,200円

5,200円

15,000円

12,000円

17,000円

16,000円

12,000円

10,000円

10,000円

16,000円

12,000円

１１，０００円

1９

5５

2２

９

1７０

7３

6０

３

1，２７０

6９

3０

９

3５

1７

4８

2１

４

1２９

２０５４

最低額 データ数
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平成26年12月１５日（４）さみ農業委員会だより と

編
乗
後
諦

※．．※・・・申いら地ll1化
をこ相た雛望希こ託自し規農詰方こ出の美問を農
提の続い農申望のし家た模地をはれし受里管図地
出よしし出Iｷ'よた消いは集しＪか手け町理るの
しうたた普込うい費現稜てＡらの手農事た有
てな農いｰ書なの状・下又中受の業業め効
下方地がをｰ方農維規さは間付受委が、利
さはの農提とは地持模い農管を付貝始平川

I':愛耕地出合司をし拡・業理開を会ま成と
付作のしわ農残、大委事始開でり２６農
洗薯開Ｍ’<鮭量琴そぞ濡灘
帯て権さ‐等農のいで活い判たか営
雌墨し柵聖篭￥僻能｡鯛
どｉいし希受委をのた。カユ農地率

Ｊ
Ａ
又
は
農
業
委
員
会
を
中
心
に
提
出

さ
れ
た
書
類
を
基
に
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
作

業
（
農
地
の
配
分
案
の
作
成
）
を
行
い
ま

す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
後
に
農
地
巾
間
管
理
機
構

と
農
地
の
州
し
手
及
び
腿
地
の
受
け
手
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

機
構
へ
の
農
地
の
出
し
手
等
に
対
す
る

支
援
（
機
構
集
積
協
力
金
）
も
あ
り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

L_が

農
作
業
も
一
段
落
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
米
価
が
大
幅
に
下
落

し
、
豊
作
に
も
大
喜
び
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
伴
う
農
地
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
が
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
村
は
、
食
料
を
安
定
的
に

供
給
す
る
と
共
に
水
源
や
自
然
環
境

の
保
全
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
共
に
暮
ら

し
や
す
い
農
村
に
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
地
に
お
悩
み
の
方
は
、
身
近
に

あ
る
農
業
委
員
会
や
地
域
の
農
業
委

員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

記
：
菅
原
都

、

し

／~、

〆ー、

法 Ｉ

ノ

発
行
責
任
者
会
長
渡
遥
雅
光

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
菅
原
都

副
委
員
長
後
藤
幸
太
郎

委
貝
遊
佐
恭
一

委
貝
伊
藤
雄
一

委
災
佐
藤
清

委
貝
久
道
雄
悦

宮城県農業会議会長表彰を受賞された

大崎幸信委員(左)と伊藤恵子委員(右）

一

駅
さ
ら
な
る
農
業
委
員
会

〆
活
動
の
強
化
を
目
指
し
て

Ⅱ
月
四
日
（
水
）
大
和
町
「
ま
ほ

ろ
ば
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
宮
城
県
農

業
会
議
設
立
帥
周
年
記
念
式
典
並
び

に
第
開
回
宮
城
県
農
業
委
員
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
「
現

場
の
声
』
を
積
み
上
げ
た
政
策
要
望

を
は
じ
め
と
し
た
農
業
委
員
会
活
動

に
つ
い
て
、
意
識
の
統
一
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は
、

県
内
の
農
業
委
員
会
委
員
が
一
堂
に

会
し
、
美
里
町
か
ら
も
ほ
ぼ
全
員
の

委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
挫
業
委
興
会
委
興
は

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
自
ら
の
活

動
は
も
と
よ
り
農
業
者
や
地
域
住
民

の
理
解
を
よ
り
深
め
、
期
待
と
信
頼

に
応
え
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
『
み
や
ぎ
の
農

業
』
の
股
蝦
と
課
題
に
つ
い
て
東
北

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
の
伊
藤
房

雄
教
授
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
今
川
は
、
宮
城
県
農
業
会

議
会
長
表
彰
（
挫
業
委
員
会
委
員
と

し
て
永
年
勤
続
脂
年
）
に
美
里
町
か

ら
大
崎
幸
信
委
員
と
伊
藤
恵
子
委
貝

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

哩 蓋

雨
独
か
喝
心
唖
哩

が
《
叩
の
Ｐ


